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審査要旨 
 横張和子氏の学位請求論文「緯錦の成立と発展に関する研究―経錦から緯錦へ―」は、半世紀以上の年
月をかけて錦の実物作品を、中国を中心に日本、アジア、ヨーロッパにまで広げ、可能なかぎり目を通し図像
的な考察だけでなく、技法的な分野まで調査分析した力作で、意欲的な基礎研究と言えよう。錦は戦後の新
中国の考古学的調査によって多くの実物作品が紹介されることになったが、横張氏はそれらを一つひとつ検
証し、それも独学で経錦から緯錦への研究に結実させたのである。 
 本研究は，序「研究の視点」、第一章「長江文明に栄えた中国絹文化」、第二章「シルクロード―経錦から緯
錦へ―」、第三章「トルファンの錦と綾の調査と研究」、第四章「サミットの成立とその展開」、第五章「技法に関
する研究（総論的に）」、結語から構成されている。 
 まず横張氏は、「研究の視点」で従来の中国絹織物史は時代別に区分して論じられてきたが、自分は二つ
の軸で考察することを表明する。すなわち一つはシルクロードの東西の軸、もう一つは中国本土における北と
南の南北の軸で中国絹文化を考察するという。中国絹は「不変」を基軸に悠久の年月、世界にそのヘゲモニ
ーを誇っていたが、その中国絹がシルクロードを西漸して非中国的な地域、つまり生糸の非生産地に入ると
「変る」、すなわち経錦から緯錦に変わるというのである。さらに染織研究は合理的な科学であって、その上興
味深い美術研究の領域であればこそ、本研究執筆の意義があることを述べる。 
第一章では近年の長江流域における出土絹織物について、図像・技法について詳細に検証する。1973 年
発掘の馬王堆前漢1号墓と1985年発掘の江陵馬山楚墓から出土した絹織物はまさに逸品で、前者は紀元前
2 世紀、後者は紀元前 2～3 世紀のものであった。もともと生糸は養蚕業が確立してはじめて生産されるもの
で、古代では中国だけがこの生糸をふんだんに使える唯一の国であった。生糸がもつ長く、細く、なめらかな
特質を活かし、経糸本位と平組織が中国絹織物の原点であった。経錦はこうした条件のもとに登場したもの
で、横張氏は中国の経錦は世界最初の錦で、いずれからも真似のできないものであったと主張する。多くの出
土経錦から考察する横張説は説得力がある。 
第二章でもシルクロードと呼ばれる新疆ウィグル自治区のタリム盆地の名地で発掘された織物の実例をあつ
めて、図像と技法について詳細な検証を実施する。その結果、中国の経錦がシルクロードを西に向うと大変動
が起ったことを指摘する。すなわち、生糸の非生産地に中国経錦を真似した「漢錦写し」が現れたという。生糸
の代りに紡いだ絹糸を用いたり、ウールを使用したというのである。こうした糸では経糸の密度超密な経錦を織
ることはできなかったため、経錦を 90 度回転して緯糸の色で模様をつくった。これが緯錦の成立である。緯錦
については、フィステルとベーリンガーがエール大学の最終報告書でパルティアのドゥーラ・エウロポス遺跡で
発見された織物断片を緯錦としているが、生糸の非生産地では経錦がつくれないから緯錦が成立したとする
横張説は卓見である。 
 つぎに第三章では、1999 年になら・シルクロード研究所と新疆ウィグル自治区博物館との共同企画のもとに
新疆トルファンのアスターナ地区の魏晋南北朝から唐代にかけての染織品の調査が実現したが、横張氏はこ
の現地調査に参加したのである。魏晋南北朝時代のトルファンにはすでに西方の緯錦が入っており、また中
国経錦の「蜀江錦」も西方錦に競いながらつくられ、文様意匠にも互いの影響があることを指摘する。 
 第四章では、サミットの用語がギリシア語に由来することから、その発祥の地はギリシア語圏にある。アンティ
オキアとその周辺を想定できるが、東方パルミラ遺跡から中国の経錦が出土しており、アンティオキアは中国
絹が到達する有力な終着駅の一つであったと考察する。サミットと呼ばれる織物は六本の糸からなる織物のこ
とで、顕紋の経糸三本、地絡みの経糸三本を単位とする織物の意で、わが上代錦用語でいうところの複様三
枚綾組織の緯錦に該当する。横張氏は絹を産出しない西方域でサミットのほとんどが絹織物であることは格別
に注目すべきと指摘する。このサミット技法は古代末期の東地中海からシルクロードを介して極東の日本にお
いても使用され、実物作品は西ヨーロッパやバイキングの北欧にまで運ばれた。現在われわれが東西の歴史
的錦として思い浮かべるのがこのサミットであることが多いという。東アジアではサミットは 8世紀に衰微するが、
西方ではビザンティン帝国のコンスタンティープルが陥落（1203）まで生きのびたと論じる。 
 第五章では、錦の発生、経錦技法、サミット技法、ランパ技法について考察する。とくに経錦技法ではかつて
わが上代錦の研究者が経錦は織りにくいため、唐代になって緯錦に変わったと論じていたが、横張氏は経錦
は織りにくいものではなく、生糸を使うかぎり織ることは可能であった。ところが、経錦がシルクロードに送られる
と生糸の非生産地では経錦をつくることはできなかった。そこで緯錦が出現したのである。たしかに緯錦は織り
やすいが、中国は経錦にこだわって緯錦技法を受容しなかった。しかし緯錦技法の利便性は世界的傾向とし
て展開していった。それに諍うことは不可能となり、隋の開皇初年の勅命によってペルシア錦を織るようにな
る。これが中国における緯錦の製作開始であり、法隆寺の獅子狩文錦のような世界的サミットの頂点に達する
大傑作が生れたと結論する。さらに経錦や緯錦をどのように織ったかについては理論的には解明されている
が、織機については仮説の段階で、研究はこれからだと決意する。 
 このように横張氏の経錦の発生から緯錦の登場までを絹織物の実作品を世界中にもとめて実証的に考察し
た研究はきわめて大なるものであると認める。本論文が博士（文学）の学位に相当するものであると判断する。 
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